
 

 

 

 

  

清瀬市では、児童・生徒が学校の新しい生活様式に慣れ、安心して給食を食べられるように、 

感染症予防対策を行い、段階的に給食を実施することになりました。 

そのため、新しい生活様式に慣れる期間とし、以下の通り、市内で共通して取り組むことに 

なりました。 

〇 学校間で物資が入手できないことで給食内容に差異が生じないよう、またアレルギー除 

去対応のある子にも安全に提供できるよう、全ての小・中学校で、同じメニューを実施 

します。 

〇 給食再開後の１週目（6/15～6/19）は、容器にいれて、大人が配膳します。 

〇 ２週目（6/22～6/26）は１週目と同じメニューをお皿に盛り付け大人が配膳します。こ 

の時、３週目から子供たちが給食当番を出来るように指導します。 

〇 ３週目（6/29～7/3）から子供たちが感染予防対策をして、給食当番をします。２週目の 

メニューから１品増やし、配食に係わる児童・生徒を少しずつ増やしていきます。 

〇 ４週目（7/6～）から通常の給食になります。 

  

トングやおたまなど、給食当番で最初に使った人が、最後まで使い、使いまわしはしない事、 

また、手袋を使って配膳するなど、子供たちが新しい給食当番の方法、給食の時間に慣れ、 

お子様や保護者の皆様が安心して給食の時間が過ごせるよう、努めてまいります。 

※今後感染状況によっては変わることがあります。 
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清瀬市学校給食の衛生管理について 

学校給食は、対象が子どもたちであることから、食中毒が発生した場合大きな事故になり

がちです。 

そこで給食室では、下記のように食品の衛生や食器具等の衛生を考えて調理しています。 

●温度管理を徹底しています 

 

●マスクや使い捨て手袋を 

使用しています 

                 

 

●食器具等の 

管理をしています 

●異物確認をしています 

  

 

出典：学校給食 

洗浄・消毒・殺菌方法は・・・ 

〇食器用石鹸(洗剤)→スプーン、はし、食器、調理器具など 

〇次亜塩素酸ナトリウム→卵や肉、魚などを使用した容器や器具など 

〇アルコール→手洗い後の手指、調理台や配膳、運搬で使用した台車など 


